
１　学校教育目標

２　学校経営計画中期的目標

　

３　本年度重点目標

　　　①　基本的生活習慣の確立を図る生徒指導の充実

　　　②　自他を大切にする心や態度を育成

　　　③　社会的自立のために必要な能力や態度の育成

　　　④　基礎的・基本的な学力の育成

　　　⑤　活気ある部活動と学校をリードする生徒の育成

　　　⑥　地域社会との連携と開かれた学校づくりの推進

　　　⑦　文化芸術活動における地域への積極的な創造発信

　　　⑧　防災・安全教育の徹底と環境教育の推進

平成30年度　徳島県立名西高等学校経営計画

　　　　１　本校の歴史と伝統を重んじ，知・徳・体の調和がとれた，誠実で民主的・創造的な実践力のある心身ともにたくましい人間を育成する。

　　　　２　生徒一人ひとりの個性や能力を最大限に伸ばすとともに，個人の尊厳と基本的人権を尊重し，民主社会の実現に貢献できる人間を育成する。

　　　　３　我が国の文化と伝統を尊重するとともに，平和な国際社会づくりに貢献できる人材を育成する。

　　　１　真に自分を大切にする教育の徹底により，正しい人権感覚を身につけるとともに，自己実現への意欲や態度を養う。

　　　２　芸術科の充実及び国際理解教育の推進を図り，文化の創造と社会の発展に貢献できる人材を育成する。



学校関係者評価 次年度への課題と
重点課題 重点目標 主担当 学校関係者の意見 今後の改善方策

総合評価

① ①

（評定）Ｂ

② ②

③ ③

① ①

② ②

③ ③

① H30①

自　　己　　評　　価
評価指標と活動計画 評　　　　　価

評価指標 評価指標の達成度

生徒に遅刻カードを記入させ，捺印の際
に遅刻数や理由を確認し，個に応じた指
導を実施した。また，遅刻ゼロの日の前
日には，生活委員が校門前で呼びかける
などの取組や考査時は５分前登校も実施
した。毎朝、声かけ指導もおこなった。

クリアファイルの配布やポスター掲示な
ど啓発に努める。また，生徒会やＰＴＡ
と連携を図る。

クリアファイルの配布やポスター掲示を
して，スマホマナーアップ運動の浸透に
努めた。また，生徒会やＰＴＡも総会で
宣言を発表し，運動の推進が図れた。

登校時の立哨指導（毎日），街頭指導
（月１回），交通安全街頭キャンペーン
（年２回），車体検査と通学別集会（年
３回），交通委員会による挨拶運動（月
１回）を実施する。

徳島名西署と連携を図り，交通安全街頭
キャンペーン（無事カエル配布）などを
実施した。また登校時の街頭指導は毎日
実施し，毎月の学校安全の日にも通学指
導を実施した。３年生に対しては自動車
免許取得説明会も開催した。

○基本的生活習
慣は，人間の態
度や行動の基礎
となるものであ
り，生徒にとっ
て社会的な自立
や自己実現のた
めに大変重要で
あるという認識
のもと，さまざ
まな指導の徹底
を図っていきた
い。特に遅刻指
導については，
さらに改善され
るように様々な
指導を展開して
いきたい。スマ
ホの指導につい
ては，今後も関
係機関やＰＴＡ
と連携を図りな
がらマナーアッ
プに努めていき
たい。

基
本
的
生
活
習
慣
の
確
立
を
図
る
生
徒
指
導
の
充
実

①基本的生活習
慣の確立を図る
生徒指導の充実

生徒指導課
各学年

遅刻者数を２０％減少させる。（H２９，
７８５人）

毎日の立哨指導や遅刻カードによる指
導，また毎朝の声かけ指導など様々な取
り組みを実施したが，遅刻者数は１月末
までで６９９名で，昨年度の同時期（６
９２名）と同じレベルであり目標は達成
できなかった。

今後も「遅刻ゼ
ロの日」や「考
査時の５分前登
校」などの取り
組みを生徒に定
着させ，継続的
な指導を行って
ほしい。また，
次年度は基本的
生活習慣を確立
させるための指
導をさらに深
め，数値目標の
達成を目指して
ほしい。

スマホマナーアップ運動を充実させ，ス
マホが原因による特別指導を０にする。
（H２９，１件）

スマホによる特別指導は２件であった
が，携帯電話安全教室など様々な取組の
効果もあり，深刻な事案ではなかった。

（所見）
様々な取り組み
の効果もあり，
昨年度より交通
事故数が減少す
るなど，一定の
成果は得られ
た。またスマホ
の指導について
も，スマホマ
ナーアップ運動
を生徒会・ＰＴ
Ａと連携して推
進するなど独自
の取組を実施す
ることができ
た。しかし，遅
刻者数とスマホ
の指導の目標を
達成することが
できなかったの
で，さらに指導
方法等の工夫改
善を図りたい。

交通事故防止と交通マナー向上の指導を
徹底させ，登下校における交通事故を２
件以内にする。(H２９，２件）

登下校中の接触事故は１件で目標を達成
できた。事故も大きなけがではなく軽傷
であった。

活動計画 活動計画の実施状況

生徒指導課
各学年

「遅刻ゼロの日」や「考査時の５分前登
校」の取組を充実させる。また、遅刻
カードで遅刻数や理由を確認し、個別に
指導する。声かけ指導も毎朝実施する。



学校関係者評価 次年度への課題と
重点課題 重点目標 主担当 学校関係者の意見 今後の改善方策

総合評価

① ①
（評定）Ｂ

② ②

③ ③

① ①

② ②

③ ③

総合評価

④ ④

（評定）Ｂ

⑤ ⑤

④ ④

⑤ ⑤

② H30②-1

〇次年度も継続
して本年度取組
を推進するとと
もに，県教委に
よる人権教育指
定研究２年目の
集大成となるこ
とから，さらな
る人権教育実践
につとめていき
たい。また，本
年度に人権教育
推進の拠点とな
る人権教室が設
置されたが，さ
らなる生徒自主
活動の普遍的活
動継続のため，
人権社会研究会
を同好会から部
への昇格を求め
ていきたい。

自　　己　　評　　価
評価指標と活動計画 評　　　　　価

自
他
を
大
切
に
す
る
心
や
態
度
を
育
成

評価指標 評価指標の達成度

生徒会の人権委員会による人権に関する
取り組みを行う。

文化祭人権展の実施，「名高人権の日」
校内放送，人権新聞発行等を通して人権
啓発に取り組んだ。

人権や人格を尊重し，いじめや差別を許
さない生徒の意識や態度を育てる人権Ｈ
Ｒ活動や人権映画鑑賞会等を行う。

人権ＨＲ活動を年５回実施した。第４回
は全クラス公開授業で実施し，いじめや
差別を許さない人権意識を高めた。

評価指標 評価指標の達成度

生徒指導課
教育相談

学校いじめ防止方針に基づき未然防止に
努め，いじめによる特別指導を０にす
る。（H２９，０件）

いじめによる特別指導は１件あったが，
早期発見し，迅速に対応したので深刻な
いじめ問題には発展しなかった。

生徒指導課
教育相談

②自他を大切に
する心や態度を
育成

人権教育課 いじめ問題や人権に関する課題について
教職員間で共通認識を持つ。

校内教職員人権教育研修会や職員会議を
通して，共に考えることで共通認識を持
つことができた。

生徒の実態に即
した丁寧な指導
で，多くの生徒
が充実した学校
生活を送ってい
ることがうかが
える。生徒の悩
みや問題行動
も，迅速な対応
で早期解決を図
り，問題の深刻
化を防止してい
る。また「名高
人権の日」を設
けるなど，生徒
の人権意識の向
上に,真摯な取
り組みができて
いる。

生徒による人権意識を高める活動を推進
する。

「名高人権の日」校内放送や人権標語の
クラス掲示，生徒会人権委員会活動を通
じて推進できた。

（所見）
教育活動全体を
通じて人権尊重
の精神の涵養に
つとめ，本校の
生徒の実態に応
じた指導の充実
を図ることがで
きた。本年度よ
り県教委より人
権教育指定研究
を受け，その設
定テーマにした
がって，人権Ｈ
Ｒ活動研究・公
開授業の実施や
教職員研修会の
開催等の各種取
組を実践してき
た。

３年生対象の「人権に関する意識調査」
において，人権課題に取り組む意欲を示
す回答を９割以上にする。(H30
年;89％,H29年;92％)

「意欲的に取り組んだ」，「ある程度取
り組んだ」を合わせておおむね９割近く
の回答を得たが，昨年度より意欲が減少
した人が微増した。

活動計画 活動計画の実施状況

人権教育課 学年検討会や人権教育研修会を開催した
り，校外の研修会に参加して職員会議等
の機会にその報告を行ったりする。

人権ＨＲ活動の事前検討会を各学年で必
ず実施し，校内教職員人権教育研修会は
３回実施した。校外研修報告は職員会議
でその都度行った。

○次年度もいじ
めはどの子ども
にも起こりうる
という認識のも
と，全教職員で
未然防止に取り
組みたい。ま
た，より多くの
大人が子供の悩
みや相談を受け
止めることがで
きるようにする
ため，学校と家
庭，地域が組織
的に連携できる
ような体制を構
築していきた
い。

生徒理解に努め，必要に応じた職員研修
やケース会議が実施する。

生徒の実態調査を基に，情報共有のため
の職員研修を行った。また，必要に応じ
て，教科担任会などのケース会を行っ
た。

（所見）
いじめ防止の取
組を徹底し，大
きないじめ問題
が発生すること
はなかった。ま
た教育相談で
は，ケースに応
じた各種会議を
実施し，生徒理
解やその対応に
ついて共通理解
に努め，適切な
対応ができた。

活動計画 活動計画の実施状況

アンケートを年２回実施し，早期発見に
努める。また，いじめは絶対に許さない
という姿勢を全校集会等で明確にし，生
徒が相談しやすい環境をつくる。

本校の実態にあった年間計画を作成し，
アンケート調査（年２回）や個別面談な
どの取組を行うことで生徒の悩みや対人
関係の状況を把握し，未然防止に努め
た。

特別支援教育の視点で，生徒実態調査
を，年１回行い、その結果を教職員研修
会で情報共有する。支援が必要な生徒に
ついては，年間２回以上ケース会を行
う。

生徒実態調査を１１月に行い，１２月に
情報共有のためにの職員研修を行った。
支援が必要な生徒についての保護者面
談，教科担任会など２回以上行うことが
できた。



学校関係者評価 次年度への課題と
重点課題 重点目標 主担当 学校関係者の意見 今後の改善方策

総合評価

②自他を大切に
する心や態度を
育成

⑥ ⑥

（評定）Ｂ

⑦ ⑦

⑥ ⑥

⑦ ⑦

総合評価

②自他を大切に
する心や態度を
育成

⑧ ⑧

（評定）Ｂ

⑨ ⑨

⑧ ⑧

⑨ ⑨

③ H30②-2

自　　己　　評　　価
評価指標と活動計画 評　　　　　価

自
他
を
大
切
に
す
る
心
や
態
度
を
育
成

評価指標 評価指標の達成度

評価指標 評価指標の達成度

次年度も，関係
機関と連携を図
りながら生徒の
健康の保持増進
に努めてほし
い。

保健厚生課 生徒の心身の健康問題について,担任・保護
者や必要に応じて専門の相談機関等と連携し
健康相談活動を行う。（H29,11件）

身体的不調の背景に心の健康問題を抱えてい
る生徒の継続的支援を行った。（H30,8件）ス
クールカウンセラー派遣事業活用。（H30,1
件）

○生徒の心身の
健康問題を把
握，支援するた
めには本人を取
り囲む周囲の存
在が非常に大き
い。担任，保護
者へのみ情報が
集中するのでは
なく，他の関係
職員や外部相談
機関等が相互に
情報交換ができ
る機会をさらに
設けることが今
後の課題と考え
ている。

毎学期１回以上学校医による健康相談を実施
し，生徒の健康の保持増進に努める。
（H29,2回実施）

○健康診断は生
徒が心身ともに
健康な学校生活
を送るため不可
欠な基本情報と
なるため，今後
も全員受診を目
標としたい。特
に結核検診は高
校に進学してか
ら初めて実施す
る項目であるた
め，不安も大き
い。事前の啓発
に力を入れてお
きたい。

生徒が心身の健康について専門的な立場から
の助言を得る機会を設けた。（H30,6件　内4
件は3月実施予定）

（所見）
昨年度より健康
相談活動による
件数は減少して
いるものの，学
校医による健康
相談，スクール
カウンセラーに
よるカウンセリ
ングの希望は増
加している。

活動計画 活動計画の実施状況

保健厚生課 保健室の機能を生かしながら担任，保護
者と連携を図る。必要な場合はサポート
センター等専門の相談機関につなげる。

生徒の心身の健康問題について保護者，担
任，関係職員が相互に情報交換をとれるよう
連携に努めた。また，スクールカウンセラー
派遣事業の申し込み，実施を行った。

希望者または必要とする生徒に対して学
校医による健康相談を実施する。

心身の不調を継続的に感じている生徒，また
は養護教諭が専門的な立場からの助言が必要
と判断した生徒に対して健康相談を計画，実
施した。

保健厚生課 内科検診，結核検診，心電図検査の全員受
診，二次検査対象者の全員受診を完了する。
（H29　二次検査,内科1人未受診　結核,心電図全員
完了）

内科検診，結核健診，心電図検査の全員受
診，二次検査対象者の全員受診を完了するこ
とができた。

二次検診の完全
受診を，次年度
も目指してほし
い。

ほけんだよりを毎月発行する。（H29,毎月発行）健
康や性に関する講演会を年１回以上実施する。
（H29,1回実施）

保健だよりを毎月発行することができた。健
康や性に関する講演会を学校医を講師として
迎え，二学期に１回開催することができた。

（所見）
保健室において
二次検診の受診
対象者に個別指
導を行った上で
通知を行った結
果，内科，心電
図検査の全員の
二次受診を完了
することができ
た。

活動計画 活動計画の実施状況

保健厚生課 健康診断の結果，未受診者や二次検査が
必要な生徒に対して受診指示を周知徹底
する。

未受診者や二次検査が必要な生徒に対し
て受診の必要性を説明し，個別指導に努
めた。

ほけんだよりを通して健康への関心を高
める。
定期的に健康や性に関する講演会を実施
する。

生徒保健委員会が毎月の健康特集について情
報収集し，作成をするよう計画，実施をし
た。
「若者に広がる性感染症」をテーマに講演会
を計画，実施した。



学校関係者評価 次年度への課題と
重点課題 重点目標 主担当 学校関係者の意見 今後の改善方策

総合評価

②自他を大切に
する心や態度を
育成

特別活動課 ⑩ ⑩

（評定）Ａ

特別活動課 ⑩ ⑩

④ H30②-3

自　　己　　評　　価
評価指標と活動計画 評　　　　　価

評価指標 評価指標の達成度

「あいさつ運動」を毎週２回以上実施す
る。

「あいさつ運動」週2回実施できた。 生徒を中心とした
「あいさつ運動」
が定着しているこ
とは素晴らしい。
次年度も，学校全
体として取り組み
の輪がさらに広が
ることを期待す
る。

○生徒数は減っ
てきているが、
さらに多くの生
徒に参加しても
らい活気のある
学校にしていき
たい。

活動計画 活動計画の実施状況 （所見）
生徒会だけでなく
各種委員会や部活
動にも広がってい
る。

生徒会役員が中心となり，登校時に「あ
いさつ運動」を実施する。

生徒会役員が火・金曜日の登校時に校門
前で朝の「あいさつ運動」を実施した。
また,生活委員会や交通委員会，野球部が
月2回「あいさつ運動」を実施した。



学校関係者評価 次年度への課題と
重点課題 重点目標 主担当 学校関係者の意見 今後の改善方策

総合評価

③社会的自立の
ために必要な能
力や態度の育成

① ①
（評定）Ｂ

② ②

① ①

② ②

総合評価

③ ③
（評定）Ａ

④ ④

③ ③

④ ④

総合評価

３学年共通 ⑤ ⑤

（評定）Ａ

⑥ ⑥

３学年共通 ⑤ ⑤

⑥ ⑥

⑤ H30③

自　　己　　評　　価
評価指標と活動計画 評　　　　　価

評価指標 評価指標の達成度

社
会
的
自
立
の
た
め
に
必
要
な
能
力
や
態
度
の
育
成

総合学習科 進路意識を高める行事や講演会等に主体的に
参加する生徒の割合を80％以上とすることを
達成する。(H29:72.0%)

学校評価アンケートで,進路意識を高める行事や講演
会等に対して,主体的に参加した生徒の割合
は,78.2％であった。

進路に対する情
報発信が講演会
や集会，ＨＲ活
動をとおして適
切な時期に実施
されている。生
徒の進路意識を
さらに高め，高
い目標に向かっ
て意欲的に学習
に取り組む生徒
を育成してほし
い。

総合学習科

評価指標 評価指標の達成度

進路指導課 生徒に進路情報を随時提供することができた
か。

進学希望，就職希望の両方に対応できるように，取
捨選択しながら様々な情報の掲示や伝達を随時行っ
た。

進路指導課

評価指標 評価指標の達成度

○「総合的な探究
の時間」への移行
に伴い,本校生徒
の実態に即した明
確な目標設定と,
特色を生かした取
り組みについて,
さらに検討が必要
である。
○生徒の学びを有
機的に結びつけ深
められるよう，講
演会の内容や実施
時期,回数，使用
する教材等につい
て見直し，生徒の
キャリア形成に役
立てることのでき
る指導計画にして
いきたい。

各学年での小論文に関する取り組みに対し
て，アンケートによる生徒の満足度を83％以
上とすることを目指す。（H29:81.6%）

小論文の取り組みに対する生徒の満足度は73．3％か
ら93.2％と幅があったが,平均して83.3％と目標を達
成できた。

（所見）
進路意識を高める
行事や講演会等を
通して，生徒がこ
れからの学習活動
や，ものの見方,
考え方について考
える機会となっ
た。個人差は大き
いが,取り組みか
ら受けた刺激が,
その後の進路に対
する主体的な姿勢
や,取り組みに対
する満足度につな
がった。

活動計画 活動計画の実施状況

総合的な学習の時間の計画において，生徒の
実態に応じて進路意識を高める行事や講演会
等の内容の改善を図り，生徒が主体的に参加
することができるようにする。

学習を通して考えたことを書いてまとめたり,それを
活かした面談等を重ねたりすることにより，自らの
見つめ直しを促し,進路選択や実現への意識づけを行
うことができた。

小論文に関する取り組みを，全学年の年間計
画に位置づける。各ホームルームでの事前指
導を経て，小論文模試を実施し，事後指導の
後，アンケートで生徒の満足度を確認する。
１・３年生では，事前指導の中で講演会も実
施する。

学年担当やホームルーム担任を中心として,生徒の実
態に応じた事前指導,小論文・志望理由書模試の実
施,添削をもとにした事後指導を計画的に行った。講
演会では,学年団の意見をまとめ,内容について講師
とのやりとりを重ねた結果,生徒からも好評を得た。

○進路(進学・
就職）について
早い段階で意識
づけて，具体的
な目標や課題を
持って生活を送
れるように，HR
活動や面談を実
施する必要があ
る。

○３年生の進路
指導に満足する
割合は目標を達
成できたとはい
え，昨年度より
数字は下がっ
た。生徒が何を
望んでいるのか
をきちんと把握
した上で進路指
導を展開してい
きたい。

最終進路先に満足する生徒の割合が90％以
上，本校の進路指導に満足する生徒の割合が
90％以上であったか。（H29：93％，95％）

最終進路先に満足する生徒の割合が95％，進路指導
に満足する生徒の割合は90％で,いずれも目標を達成
した。

（所見）
情報の提供につい
ては配布時期や配
布対象など計画通
りに行えた。アン
ケート結果は目標
が達成できた。

活動計画 活動計画の実施状況

生徒に進路情報を随時提供する。
（「木鐸」年１回，職場体験やオープンキャ
ンパス等各種案内随時）

「木鐸」や進路ニュースの発行を通して本校独自の
情報を伝えた。また，掲示や配布により様々な進路
情報を提供した。

生徒の進路相談に随時応じ，丁寧な進路指導
を行う。

進路指導室や就職指導室を活用して，できるだけ
じっくり話を聞きながら進路相談に応じた。

生徒と担任，学年団との面談を実施し，個別
指導ができたか。

1.2年担任はコース選択などについて，熱心に面談し
た。3年担任は進路実現に向けた面接指導などきめ細
かい個別指導を行った。

進路に関する講演会や学年集会を通して学力
向上への意欲や,望ましい職業観の確立を図
ることができたか。

2月に実施した進路希望調査において，進路が未定の
生徒は1，2年生とも０であった。講演会や進路集会
などを通してそれぞれの目標を設定できていると考
えられる。

（所見）
進路説明会や小論
文・志望理由書講
演会において，生
徒が自分自身の目
標や課題について
考えを深めた。3
年生においてはほ
ぼ生徒全員の進路
が決定したので一
定の効果はあっ
た。

活動計画 活動計画の実施状況

全生徒と各学期に１回以上進路や学習，生活
面についての面談をする。

各学期の始めや進路希望調査のタイミングで，昼休
みや放課後を利用して，個別面談を行った。

講演会や学年集会を各学年３回以上開催す
る。（H29：1年生5回，2年生5回，3年生6
回）

年度当初と進路については各学年で集会を行った。
その他，1年生は保健指導や制服着こなしセミナー，
2年生は修学旅行，3年生は奨学金や年金について実
施した。(H30:1年10回，2年5回，3年7回)



学校関係者評価 次年度への課題と
重点課題 重点目標 主担当 学校関係者の意見 今後の改善方策

総合評価

進路指導課 ① ①

（評定）Ｂ

教務課 ② ②

③ ③

④ ④

⑤ ⑤

⑥ ⑥

進路指導課 ① ①

② ②

③ ③

④ ④

⑤ ⑤

⑥ ⑥

⑥ H30④-1

自　　己　　評　　価
評価指標と活動計画 評　　　　　価

基
礎
学
力
の
向
上
を
目
指
す

評価指標 評価指標の達成度

④基礎的・基本
的な学力の育成

定期考査期間中の平均家庭学習時間2時間以
上の者が30%以上，かつゼロ時間の者がゼロ
である。（H29:2時間以上の者の割合は
39％，ゼロ時間の者の割合は1％）

学習時間2時間以上の者の割合は40％，
学習時間ゼロ時間の者の割合は1％であった。

進路指導課

考査時間割発表から学習時間調査を実施し，計画的
に学習ができるように学習時間表を配布し，担任の
先生方にﾁｪｯｸと状況把握をしていただいた。

進路指導課

教務課

STの課題はSTの実施日にあわせて，授業補完の課題は週末
を中心に課し，各教科における対応の中で提出物をこまめ
にチェックするなどして家庭学習の定着と基礎学力の向上
を目指した。

学校全体が，落
ち着いた雰囲気
の中で学習に取
り組んでいるこ
とがわかる。明
確な目標を持
ち，主体的に学
習に取り組む生
徒が増加するこ
とを期待する。

成績不振数の割合を,前年度１･２学期と比較
して，減少させる。（H29:1学期は前年比較
で増加。2学期は前年比較で半減。)

欠点取得者について，１学期は前年度から半
減した。２学期についても，１０人減となっ
た。

（所見）
日々の担任や教
科担任の働きか
けにより，少し
ずつ授業に対す
る生徒の姿勢や
考え方が変化し
てきており，落
ち着いた雰囲気
で授業に臨むこ
とができてい
る。
また，昨年度に
引き続き夏季休
業中と冬季休業
中に欠点取得者
に対して基礎学
力補充講座を実
施した。一部遅
刻したために受
講できなかった
生徒等もいた
が，ほとんどの
生徒がまじめに
受講し，基礎学
力の養成と，欠
点解消に努め
た。

成績不振者に対して，休業中に基礎学力補充
講座を行う。出席率を100％にする。（H29:
出席率は96％)

１学期は全員出席（１科目不合格）だった。
２学期は３名の欠席があったが，残りの生徒
はそれぞれの課題を仕上げた。（出席率は
91％）

授業時数確保に努め，出張・年休の授業振り
替え率を90％以上にする。（H29:１･２学期
で96％）

早めに出張・年休の連絡をしてもらうように
し，可能な限り時間割の振り替えを行った結
果，92％の振り替え率になった。

基礎基本の徹底を目標としたｽﾃｯﾌﾟｱｯﾌﾟﾄﾚｰﾆﾝ
ｸﾞ(ST)の実施回数を可能な限り確保する。
（H29:1年生:国(18),英(17),数(15) 2年生:
国(17),英(18),数(15)）

1年生で国語17回，英語19回，数学18回，2年
生で国語20回，英語18回，数学18回を実施し
た。

家庭学習時間を確保させるために，各教科で
STの実施曜日にあわせた家庭での課題を計画
的に実施する。

STの実施にあわせてあらかじめ課題プリント
を配布するなど，各教科において家庭学習時
間確保に取り組んだ。

活動計画 活動計画の実施状況

学習時間調査を実施し，生徒に対する意識づ
けを行い家庭学習時間ゼロをなくす。

欠点を取らないよう，授業やホームルーム，
集会等で学習意欲を喚起させ，授業態度や提
出物等の指導をより徹底する。

日頃から全校集会や学年集会，授業などの際に進路指導主
事や教務主任，学年主任，担任等から授業の大切さや学習
の必要性などについて積極的に話をした。また，担任や教
科担任に提出物の期限厳守の徹底をしてもらった。

長期休業中に基礎学力補充講座を実施し，復
習課題を課し，学力補充に努めさせる。課題
不備等のないように指導する。

昨年度に引き続き，欠点取得者に対して１科目につき１時
間×５日の基礎学力補充講座を実施した。前もって準備し
た課題に対し，生徒たちも真摯に取り組み，欠点解消に努
めた。

行事などの精選を図るとともに,自習を減ら
し,授業振り替えをする。

先生方の出張・年休を早めに連絡していただ
き，授業の振替に努めた。

年間行事計画に位置づけ，英語，国語，数学
のSTを毎週水木金の朝に実施する。

行事計画書にテスト期間等を除き，可能な限り組み
込んだ。行事の関係で実施できなかったり曜日の関
係で実施回数が教科によって差があるが出たのは改
善点である。

１，２年生におけるSTの課題，全学年におけ
る各教科の授業の課題を計画的，継続的に実
施する。

○家庭での学習
時間確保のため
の課題の内容や
与え方及び学習
習慣育成方法の
検討
○生徒が意欲的
に学習に取り組
むことができる
環境づくり
○授業時間確保
と，ステップ
アップトレーニ
ングや基礎学力
補充講座の有効
活用及びその改
善



学校関係者評価 次年度への課題と
重点課題 重点目標 主担当 学校関係者の意見 今後の改善方策

総合評価

⑦ ⑦

（評定）Ｂ

⑧ ⑧

⑨ ⑨

⑦ ⑦

⑧ ⑧

⑨ ⑨

総合評価

⑩ ⑩

（評定）Ｂ　

⑪ ⑪

⑩ ⑩

⑪ ⑪

⑦ H30④-2

週末課題や予習プリントを家庭で学習するよ
う配付した。きちんと仕上げて提出する習慣
は身についたようである。提出物は平常点と
して評価した。

評価指標

自　　己　　評　　価
評価指標と活動計画 評　　　　　価

基
礎
学
力
の
向
上
を
目
指
す

国語科 評価指標 評価指標の達成度

④基礎的・基本
的な学力の育成

漢字・語彙テストや古文単語テストの平均得
点率７割以上の者を85％以上にする。(H29：
82%)

平均得点率７割以上の者は８７％であった。

国語科

評価指標の達成度

地歴・公民科 授業評価の「興味・関心」「充実度」で，8
割以上の生徒が満足することで，基礎的・基
本的な学力の育成をはかる。(H29：85％）

「興味・関心」「充実度」について，85％の
生徒が満足していた。

地歴・公民科

○授業内容を深
め，興味・関心
を高められるよ
う，時事問題や
多くのエピソー
ドを紹介できた
が，授業の進度
が遅くなること
もあった。これ
らを精選し，映
像資料や新聞記
事印刷なども実
施し，さらに関
心度を高められ
るようにする。

基礎的・基本的な学力を身につけさせるため
に，定期的にノート，プリント等を提出させ
る。提出率を100％にする。

定期テストごとのノート・プリント提出を定
着させ，提出率100％を達成した。

（所見）
授業の内容に即し
た時事問題を取り
上げることで，社
会事象に対する生
徒の興味・関心を
高めることができ
たと考える。地図
については自分で
ノートに描くこと
で，教科書を見る
だけよりも理解が
深まったように感
じた。

活動計画 活動計画の実施状況

毎時間一つは時事問題を取り入れ，授業内容
と絡めて説明することにより，授業が世の中
の出来事・動きと関連していることに気づか
せ，興味・関心を持たせる。

毎時間，授業内容に即した時事問題を取り上
げ，解説した。特に日本史・世界史の出来事
との関連性を気づかせる事ができた。

基礎基本の定着をはかるため，定期テストご
とにノートを提出させ，未提出の者には提出
を促す。
ノートを効率よくとれるよう板書計画を吟味
する。

昨年度まで小テストに充てていた時間を用
い，授業内容に関連した地図や表の板書を増
やし，理解度が高まるよう工夫した。その結
果，ほとんどの科目で平均点が60点以上と
なった。

授業の中にグ
ループ学習やペ
ア学習を取り入
れるなど，主体
的な学習活動が
展開されてい
る。継続した取
り組みを期待す
る。

○与えられたこ
とをきちんとす
ることは，ほぼ
できているの
で，自ら疑問点
や問題点を見つ
けて思考する態
度を伸ばしてい
きたい。例え
ば，一人一人も
しくはグループ
にそれぞれ違っ
た部分を担当さ
せて，調べたこ
とや考えたこ
と，大事だと思
う点等を他の生
徒にレクチャー
する時間を設け
る等，授業の工
夫をしていきた
い。

授業評価アンケートの「教科に関する興味・
関心」「充実度」がある生徒の割合95％以上
を目指す。（H29：92%）

「教科に関する興味・関心」「充実度」があ
る生徒の割合は９２％であった。

（所見）
「教科に関する興
味・関心」「充実
度」は高いのだ
が、学んだことを
広く応用すること
ができていないよ
うに思われる。週
末課題や提出物等
はきちんと提出す
る習慣が定着して
きている。漢字テ
スト等も毎週まじ
めに取り組んでい
る者たちは基礎力
が高まっている
が，何度もやり直
しをしている者が
固定化してしまっ
ている。グループ
学習等は意欲的に
取り組めていた。

授業評価アンケートの「宿題をしている」生
徒の割合を87％以上にする。　（H29：
85％）

「宿題をしている」生徒の割合は８８％で
あった。

活動計画 活動計画の実施状況

漢字テキストを家庭学習させて週に1回確認
テストを実施する。２，３年生は古文単語テ
ストも実施し，合格しなかった者には繰り返
し取り組ませる。

週に１回確認テストを実施した。間違えたと
ころはやり直しをさせて合格するまで指導し
た。

協働学習や発表により達成感や充実感を味わ
わせる。便覧・資料等を活用してより深く興
味・関心を呼び起こし，積極的な授業参加が
できるよう配慮していく。

グループやペア学習を実施して、他者の意見
を聞いたり、クループの意見をまとめて発表
したりして、積極的な授業参加を促した。

授業の内容にあったプリントや週末課題を配
付し，家庭学習の習慣を身につけさせる。プ
リントや週末課題はファイルし，提出させて
評価する。



学校関係者評価 次年度への課題と
重点課題 重点目標 主担当 学校関係者の意見 今後の改善方策

総合評価

⑫ ⑫

（評定）Ｂ

⑬ ⑬

⑫ ⑫

⑬ ⑬

総合評価

⑭ ⑭

（評定）Ｂ 

⑮ ⑮

⑯ ⑯

⑭ ⑭

⑮ ⑮

⑯ ⑯

⑧ H30④-3

自　　己　　評　　価
評価指標と活動計画 評　　　　　価

基
礎
学
力
の
向
上
を
目
指
す

評価指標 評価指標の達成度

④基礎的・基本
的な学力の育成

数学科 １，２年生のSTにおける正答率を70%以上に
する。（H29の平均正答率（得点率）:１年生
71％，２年生56％）

科やクラス間で差があり，目標を達成できた回とそ
うでない回がある。平均正答率（得点率）は１年
生，２年生とも68%であった。

数学科

理科

社会で取り上げられる理科関連のニュースを
授業で取り上げることで，学習内容が現実社
会と密接に関連していることを理解させ，学
習意欲の向上に繫げる。

気象災害等の防災についてなど身近な話題を
科学的に考えることで選択教科等で積極的な
学習態度を見せ、成績が向上する生徒が増加
した。

（所見）
課題やノート提出
については教員側
の働きかけにより
前年度よりも良い
結果になってい
る。ノートを取る
習慣や家庭学習の
習慣が無い生徒へ
のさらなる働きか
けが必要であると
考える。
　地球環境問題や
災害など理科の内
容に関わる記事は
意外に多い。授業
の進度と内容のリ
ンクをさせるため
に紹介するタイミ
ングなどを考える
必要がある。

生徒がやる気を持って試験に臨み，満足でき
る得点がとれるためのサポートを，必要に応
じて考査前に行う。
また，欠点取得者をゼロにする。

理科

授業内でテストで確認するための重要点を指
示し、早期のテスト勉強に結びつく取り組み
ができた。学習習慣のない生徒への取り組み
が今後の課題である。

協働学習が定着
し，生徒同士の
学習に対する意
欲も向上してい
るようだ。学習
習慣のない生徒
に対するサポー
トや指導も継続
してほしい。

○本校数学科が
独自に行ってい
るプリントによ
る協働学習を継
続させ，「生徒
がわかる授業」
をもっと作って
いきたい。

授業評価アンケートで数学の授業に興味・関
心を持った生徒の割合を80%以上にする。
（H29：１年生84％，２年生75％）

興味・関心を持った生徒の割合は１年生70％，２年
生72%で目標を下回った。しかし全体的に授業には真
面目に取り組んでおり，授業への意識を高めること
はできた。

（所見）
STへの取り組み方や
意欲のばらつきが個
人間で見られる。低
得点の者が固定して
しまっている。課題
への取り組み方を向
上させる指導を強化
したい。できるとい
う体験を増やすこと
によって，興味・関
心も向上することに
つながる。

活動計画 活動計画の実施状況

STの課題を週末に配布し，家庭で学習してか
ら金曜日の朝のテストを受ける流れを確立さ
せる。

課題への真剣な対応や提出を促すことにより，学力
向上に努めた。しかし，答えを写すだけで終わって
得点に結びついていない生徒への対応が不十分で
あった。

毎時の目標を明確に示すとともに発問を多く
したり，協働学習を取り入れるなど，全員が
授業に積極的に取り組んでいる態勢をつく
る。

協働学習は定着してきた。生徒同士が教え合ったり
聞き合ったりすることで意欲はあがったと思う。ま
たプリントによる授業展開も定着してきている。

評価指標 評価指標の達成度

ノート，プリント，課題，テスト直し等の提
出・確認を細かく行い，その提出率を95%以
上にする。

課題等の提出物については期間内提出率が
95%、粘り強く働きかけ、最終的には98%の提
出率となった。

〇学習習慣の無
い生徒や、理科
に苦手意識を持
つ生徒について
補助教材の作成
や、考査前の取
り組みなどを行
い、欠点取得者
の数を更に減ら
す。
　理科に興味・
関心が持てるよ
うに日常の現象
を効果的に紹介
するためのデー
タの蓄積を行
う。

テスト前から生徒に働きかけ、自主的に残り
勉強する生徒や部活での学習会で努力する生
徒が増加した。欠点取得者は全体の2%程度と
なった。

活動計画 活動計画の実施状況

一般用語，一般常識の理解定着を目指すための
きめ細かい指導と解説を行う。必要であれば小
テストを行い定着率を確認する。
ノートを効率よくとれるよう板書計画を吟味す
る。板書計画を行い，わかりにくくならないよ
う工夫する。また，検印するなど後から確認で
きるようにする。

課題やノートの提出、点検や検印をこまめに
行い、家庭で一定時間学習時間を確保する取
り組みができた。ノートをとる習慣のない生
徒への働きかけについても積極的に行った結
果、課題の提出等の提出率の上昇（期日内提
出率95％）につながっている。

ニュース・新聞等の記事から授業内容に即する
内容でプリント等を作成する。
記事中の単語，内容の解説を行い，基礎的な科
学的知識の習得に努める。
月２回程度の取り組みを目指す。

環境問題や防災について新聞等の内容を活用
し、教科書の内容に即した授業展開を行うこ
とができた。年間の回数としては月２回の目
標については達成している。

生徒が試験勉強に取り組みやすいよう，出題
範囲と出題傾向を適切に伝え，効率良い勉強
方法を伝授するとともに，学習努力が得点に
繋がる出題を心掛ける。



学校関係者評価 次年度への課題と
重点課題 重点目標 主担当 学校関係者の意見 今後の改善方策

総合評価　

⑰ ⑰
（評定）Ｂ

⑱ ⑱

⑲ ⑲

⑰ ⑰

⑱ ⑱

⑲ ⑲

⑨ H30④-4

自　　己　　評　　価
評価指標と活動計画 評　　　　　価

基
礎
学
力
の
向
上
を
目
指
す

評価指標 評価指標の達成度

④基礎的・基本
的な学力の育成

英語科 １年生のSTの平均得点率６割以上の者を45%
以上にする。(H29:44%)

STの平均得点率６割以上の者は37.4％で目標
を達成できなかった。

英語科

生徒主体の活動
を，積極的に取
り入れた工夫が
されている。今
後も継続し，魅
力ある授業を展
開してほしい。

○全学年を通し
て，定期考査の
勉強に熱心に取
り組む生徒は多
いが，日々こつ
こつと基礎・基
本の定着を図ろ
うとする生徒は
クラスや個人に
よって差があ
る。今後は，こ
つこつ取り組め
ない生徒への個
人的な対応を考
えたり，各生徒
に学期ごとの目
標を具体的に持
たせるなど，少
しでも生徒の取
り組む意欲を育
みたい。

２年生の各学期末で80点以上（評定５）の生
徒を40人以上にする。

全クラス実施のコミュニケーション英語で，
80点以上の生徒は，１学期30名，２学期29名
で，目標を達成できなかった。

（所見）
１年生の週末課
題やSTは年度当
初に内容を検討
し，生徒の学習
習慣の定着や学
習意欲の向上に
つながるよう計
画した。しか
し，回が進むに
つれ内容が難し
くなり，徐々に
得点が低くなっ
た生徒が多く見
られた。２年生
は，目標とした
８０点まであと
数点という生徒
が多くいた。３
年生は，進路決
定が目前であっ
たため，小テス
トにも意欲的に
取り組み，成績
を伸ばした。

３年生の１，２学期末で80点以上（評定５）
の生徒を40人以上にする。
(H29:１学期42名，２学期40名)

全クラス実施のコミュニケーション英語で，
80点以上の生徒は，１学期53名，２学期45名
で，目標を達成できた。

活動計画 活動計画の実施状況

・「English for Tomorrow」（中学校復習教
材）を週末課題とし，計画的に取り組ませ
る。また，自主学習を促す。
・STにより基礎･基本の定着をはかる。
・結果を集計･追跡し，評価の一部に加味す
るとともに個人の指導に生かす。

「English for Tomorrow」を週末課題とし，
年間を通して計画的に取り組ませた。また，
実力テストの範囲とすることで，目的を持っ
て取り組むことができた。STの結果には個人
差があるが，全体的に真面目な取り組みが見
られた。結果は評価の一部に加味し，成績不
振の生徒は個人指導を行った。

・授業でポイントをよく理解させる。
・単語テストを実施し，語彙力をつける。
・テスト対策プリントで，考査前にポイント
を復習させる。

学習内容がますます難しくなる中で，各パー
トごとに重要語句の整理をした上で小テスト
を行うなどの取り組みを行った。考査前には
テスト対策プリントで学習のポイントを復習
した。また，ペアやグループ活動など，生徒
同士で学び合う活動も積極的に取り入れた。

・授業でポイントをよく理解させる。
・繰り返し暗唱・復習することを奨励する。
・小テストの結果を集計・追跡し，評価の一
部に加味するとともに個人の指導に生かす。

3年生の授業では，重要なポイントの解説や単
語・熟語の小テストなど，基礎・基本の充実
を図り，結果は評価の一部に加味した。ペア
やグループ活動など，生徒同士で学び合う活
動も積極的に取り入れた。



学校関係者評価 次年度への課題と
重点課題 重点目標 主担当 学校関係者の意見 今後の改善方策

総合評価

⑳ ⑳

（評定）Ｂ

㉑ ㉑

㉒ ㉒

㉓ ㉓

図書課
国語科

㉔ ㉔

⑳ ⑳

㉑ ㉑

㉒ ㉒

㉓ ㉓

図書課
国語科

㉔ ㉔

⑩ H30④-5

自　　己　　評　　価
評価指標と活動計画 評　　　　　価

基
礎
学
力
の
向
上
を
目
指
す

評価指標 評価指標の達成度

活動計画の実施状況

図書課 全校読書会や読み聞かせの会の実施案内
を周知して，積極的な参加を促す。参加
した生徒が次回も参加したいと思えるよ
うな企画にする。

校内ビブリオバトル大会も３年目を迎え，図
書委員中心ではあるが定着してきた。読み聞
かせの会は、参加者全員が熱心に聞き入って
いた。

「朝の読書」の取り組みを十分に生か
し，家庭での読書時間を増やしていく。
学級文庫の活用や図書館の本をテーマ別
に紹介して，読書へ誘う。

朝の読書の時間を確保し，静かに読む習慣の
定着を図った。学級文庫の本も追加購入し
て，本を手に取りやすい環境を作った。図書
館では、作家別や話題の図書のコーナーを作
り展示した。

授業での図書館利用を増やしたり，作家
やジャンル別の企画展を実施して来館者
を増やしていく。

教科での使用や調べ学習で図書館が活用され
ている。

教科・科目と関連した本を案内したり，
推薦本を紹介したりして興味・関心を持
たせ，貸出冊数の増加につなげていく。

各教科からリクエストされた本を購入し
たり，小論文に多用されている本を購入
したりして活用を促した。

各種コンクールの案内を周知し，授業や
部活動で作品を創作する時間を取るよう
にする。

国語科と連携して各種コンクールに応募
した。

④基礎的・基本
的な学力の育成

図書課 全校読書会や読み聞かせの会の参加者を
昨年度より増やす。
(H29：参加者25名)

全校読書会１回目ビブリオバトル大会は２６
名，２回目読み聞かせの会は２６名の参加で
あった。

読書体験記コン
クールにおい
て，全国で優良
賞を受賞するな
ど，国語科と連
携した取り組み
の成果が出てい
るようだ。ビブ
リオバトル大会
や読み聞かせの
会も定着してい
る行事なので，
参加生徒がさら
に増加すること
を期待する。

家庭での平均読書時間10分以上の者を50％以
上にする。（H29：47％）

家庭での平均読書時間10分以上の者は４５％
と昨年より減少した。

（所見）
ビブリオバトル
大会，読み聞か
せの会ともに，
和やかな雰囲気
で参加者には好
評であった。１
日平均利用人
数，貸出冊数と
もに少し減少し
た。よく借りに
来る生徒がいる
一方，全く図書
館を利用しない
生徒もいるよう
である。コン
クール等へは国
語科と連携し，
出品した。読書
体験記コンクー
ルでは全国で優
良賞に選出され
た。図書の購入
に当たっては，
生徒や教職員，
各教科の購入希
望にできるだけ
応えるようにし
ている。

図書館の利用人数を昨年度より増やす。
（H29：1日平均利用者数23.3人）

図書館の１日平均利用人数は２２．７人
であった。

図書館の本の貸出を昨年度より増やす。
（H29：1日平均貸出数6.9冊）

図書館の１日平均貸出冊数は５，５冊で
あった。

読書感想文や各種コンクールの出品数や入賞
者を昨年度より増やす。（H29：各種コン
クール入賞者8名，学校賞1）

読書感想文コンクールは県入賞５名，読書体
験記コンクールでは全国で優良賞を受賞し
た。

活動計画

○知らない世界
を知り，知的好
奇心をかき立て
て，深い思考と
自己の確立に寄
与する等，読書
が果たす役割は
大きいが，まず
本を読まないこ
とには始まらな
い。現在も図書
館では作家特集
等の企画をして
展示している
が，あまり知ら
れていないよう
である。名高ラ
イブラリー以外
でも「今月の特
集」といった形
で周知していき
たい。読書習慣
が定着していな
い者に対して
は，「朝の読
書」の１０分か
ら始めて２学年
が終了する頃に
は月に１冊は読
めるようにして
いきたい。その
ためにも幅広い
ジャンルの本を
購入し，様々な
興味・関心を育
てていきたい。
各教科との連携
も引き続き図っ
ていく。



学校関係者評価 次年度への課題と
重点課題　　　　　　重点目標　　　　主担当 学校関係者の意見 今後の改善方策

総合評価

⑤活気ある部活
動と学校をリー
ドする生徒の育
成

特別活動課 ① ①

（評定）Ｂ

特別活動課 ① ①

総合評価

芸術科 ② ②

（評定）Ａ

芸術科 ② ②

総合評価

③ ③

④ ④

（所見）

③ ③

④ ④

⑪ H30⑤-1

自　己　評　価
評価指標と活動計画 評　　　　価

活
気
あ
る
部
活
動
と
学
校
を
リ
ー

ド
す
る
生
徒
の
育
成

評価指標 評価指標の達成度

自主的にボランティア活動を行った生徒
が，全校生徒の60％以上だったか。
(H29.55％)

とくしまマラソン，名高パトロール，人権集
会，石井町ボランティアフェスティバル，施
設等への演奏会・作品展示などボランティア
活動の内容は多岐にわたったが，参加人数は
全校生徒の48.9％であった。

正面玄関を主とする常設展示作品替え
を，美術・書道あわせて年間12回実施し
た。また，廊下の壁面を利用しデッサン
作品を展示をするなど，生徒の日頃の学
習活動を校内に発信できた。

評価指標 評価指標の達成度

特別活動課 全国大会に6名以上，四国大会に20名以上
の出場を目標とする。
(H29.全国6名，四国19名)

全国大会に5名，四国大会に31名が出場
し，目標を上回ることができた。

特別活動課

文化部の活動者数を増やし，大会参加や
活動の機会を増し，粘り強く指導する。

芸術科の生徒を中心に，多くの生徒が近
畿総文祭に参加した。生徒実行委員会と
して準備から携わり，総合開会式や各部
門で活躍をした。

部活動では，芸
術科を中心に全
国レベルの大会
で優秀な成績を
収めている。次
年度もさらなる
飛躍を期待す
る。部活動の入
部率を増加さ
せ，部活動の活
性化を図ってほ
しい。

○ボランティア
活動に参加した
生徒の多くが，
複数回の経験者
である。次年度
は，一度もボラ
ンティア活動に
参加したことが
ない生徒の意識
を変えることに
重点をおく必要
がある。

活動計画 活動計画の実施状況 （所見）
ボランティア活動
の意義や目的につ
いて，生徒の認識
は深まりつつあ
る。

全校生に趣旨の徹底をはかるとともに自
発的なとりくみを推進する。

ボランティアへの参加について，ホームルー
ムや集会等において情報や趣旨を発信したこ
とで，生徒の自発的な取り組みが見られるよ
うになった。結果として，今年度とくしまマ
ラソンボランティアの申込者が倍増した。

評価指標 評価指標の達成度

美術や書道作品の校内展示を通して，生
徒の豊かな感性の伸長を図り，情操教育
を展開する。

校内に美術作品や書道作品を展示するこ
とにより，生徒や来校者に日頃の取り組
みや,それぞれの生徒の持つみずみずしい
感性を紹介できた。

〇校内に作品を
展示したり，掲
示板に「名高生
の活躍」として
新聞記事を掲載
した。次年度も
生徒の頑張りを
継続的に発信し
部活動の活性化
に繋げたい。

活動計画 活動計画の実施状況 （所見）
多くの生徒が芸術
科の生徒作品に触
れることにより，
芸術を身近に感じ
る良い機会となっ
ている。

県内唯一の芸術科を持つ学校としてその
有利性を発揮し，美術・書道の常設展示
を行い，それぞれ学期に１回以上展示替
えを行う。（H29　美術・書道併せて8
回）

（評定）Ａ高文祭では全国大会に３部以上、各種大
会・コンクールについては全国規模の入
賞・入選数65を目標とする。(H29.高文祭
3部門，入選61)

高文祭においては，美術・書道・吟詠剣
詩舞が全国へ。全国規模の入賞も書道を
中心に入選入賞数は66となった。

活動計画 活動計画の実施状況

体育部の活動者数を増やし，大会参加や
活動の機会を増し，粘り強く指導する。

体育部の入部率は前年とほぼ変わらず
32％であるが，四国大会に31名が出場す
るなど，成果が出ている。

体育部・文化部
ともに，活動内
容などを発信
し，活性化、成
績向上を目指し
たい。

○次年度は，生
徒数が更に減っ
てしまうが，そ
れぞれの部活動
で，活発に魅力
を発信し，活性
化を図る。



学校関係者評価 次年度への課題と
重点課題 重点目標 主担当 学校関係者の意見 今後の改善方策

総合評価

⑤ ⑤

（評定）Ｂ

⑥ ⑥

⑦ ⑦

⑤ ⑤

⑥ ⑥

⑦ ⑦

⑫ H30⑤-2

自　　己　　評　　価
評価指標と活動計画 評　　　　　価

活
気
あ
る
部
活
動
と
学
校
を
リ
ー

ド
す
る
生
徒
の
育
成

評価指標 評価指標の達成度

⑤活気ある部活
動と学校をリー
ドする生徒の育
成

国際課
英語科

外国の文化・慣習等に興味・関心を持
ち，国際交流への意識を高めた生徒の割
合を65%以上にする。(H29:63.2%)

全校生徒対象のアンケートで，65.0％の生徒
が国際交流への意識を高めたと答え，目標を
達成できた。

国際課
英語科

生徒の国際理解
や人権感覚が高
まっていくよう
な異文化交流の
機会を持ち，生
徒の国際交流へ
の意識向上を
図ってほしい。

〇次年度も生徒
の国際理解を深
めるために，日
常的な取り組み
を積み重ねるつ
もりである。ま
た，現在「時事
英語」の授業
で，アメリカの
高校生とのペン
パルプロジェク
トを発足させて
いるところであ
り，来年度「Ｇ
Ｕ」選択者を対
象にプロジェク
トを実施する予
定である。次年
度はドイツから
の訪問団の受け
入れとドイツ研
修旅行という大
きな行事が２つ
あるので，しっ
かりと準備をし
ておく必要があ
る。

生徒の国際理解を深めるために，全校生
徒対象の講演会を１回以上開催する。
(H29:１回)

全校生徒対象の講演会を１回開催し，目標を
達成できた。

（所見）
今年は直接海外の
高校生とふれあう
機会は持てなかっ
たが，ALTによる
授業や 課外での
英会話講座を通し
て，国際理解を深
めた。１年をかけ
てドイツとの交流
を案内したとこ
ろ，来年度のドイ
ツ研修旅行には12
名，ドイツ高校生
ホストファミリー
には14名の希望が
あった。国際理解
教育講演会では，
講演後約２０名の
生徒が安田さんの
もとを訪れるほど
で，感想文からも
生徒の国際理解と
人権意識が深まっ
たことがうかがえ
た。

海外留学やホームステイ，国内での英語
を使った交流体験など，国際交流事業へ
の参加者を10名以上にする。(H29:14名）

ジュニア観光ボランティアガイド，弁論大
会，四国大学との連携セミナー，国際サマー
プログラム(HLAB)などに9名の参加があった。
目標の10名は達成できなかった。

評価計画 活動計画の実施状況

ＡＬＴの授業を全クラス最低２週間に１
回は行う。

学期ごとにティームティーチングの計画を立
て，急な出張の際にも振替を行った。特別時
間割を除くと目標は達成された。

外国の方や海外経験の豊富な日本人を招
き講演会を実施する。

フォトジャーナリストの安田菜津紀さんを講
師に迎え，人権教育課と連携し，国際理解教
育講演会を実施した。「写真で伝える紛争地
の子どもたち」という演題で講演いただき，
生徒の興味・関心や理解をさらに深めること
ができた。

国際交流の募集案内を全校生徒に積極的
に行うとともに，生徒の進路に応じて個
別に参加を働きかける。

募集案内を教室掲示するだけでなく，英語の
授業で積極的に参加を呼びかけた。また，外
国語や国際の分野に進学を希望している生徒
には個別に働きかけた。



学校関係者評価 次年度への課題と
重点課題 重点目標 主担当 学校関係者の意見 今後の改善方策

総合評価

① ①

（評価）Ｂ

② ②

③ ③

④ ④

⑤ ⑤

① ①

② ②

③ ③

④ ④

⑤ ⑤

⑬ H30 ⑥ -1

自　己　評　価
評価指標と活動計画 評　　　　　価

地
域
社
会
と
の
連
携
と
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
の
推
進

評価指標 評価指標の達成度

総務課 保護者と生徒，教職員が協力して校外清
掃奉仕活動や，校内美化活動を行う。

PTA役員，総務課員が協力して清掃奉仕活
動に当たった。

総務課

三者面談で案内を手渡し，周知徹底した結
果，生徒数減にも関わらず，多数の保護者が
文化祭・体育祭に参加できた。（模擬店・麦
茶提供延べ５０名参加）

県高Ｐ連，生指協連絡協議会等の総会・研修会等へ
の参加について適宜ご案内する。また，大学訪問を
実施し，進路について理解を深める。（Ｈ２９年度
校外研修３０名参加，大学訪問１５名参加）

高Ｐ連中四国大会愛媛大会は開催中止となったた
め，県外研修の参加はなかった。また，大学訪問も
台風の為中止となって実施できなかった。
（校外研修２１名参加）

５月の総会で事業報告・事業計画を提案す
る。「ＰＴＡ通信」を発行し，年間の活動に
ついて全会員に報告をする。ＨＰに行事への
参加案内や報告を掲載する。

総会の案内は全会員に配布した。前年度の事
業報告・本年度の活動計画については５月総
会で行った。年間の活動報告は「ＰＴＡ通
信」１７号や校誌で行った。

１０月の藤花同窓会総会・懇親会では役員お
よび卒業３０周年の会員を中心に参加を広く
呼びかける。諸活動の円滑な実施のため，役
員会を年３回開催する。同窓会キャラクター
の「くおんちゃん」クリアファイルを制作
し，広く配布して同窓会のシンボルとして周
知を図る。卒業式前日に同窓会入会式を実施
し，各クラス理事に委嘱状を手渡し，同窓会
会員となる自覚を促す。

⑥地域社会との
連携と開かれた
学校づくりの推
進

地域の同窓生や
元PTAの方々の
中には，機会が
あれば学校行事
に協力してもよ
いと考えている
方もいる。地域
社会の活用を積
極的に進めてほ
しい。

○ＨＰで行事ご
とに告知や報告
を必ずする。
○校外研修だけ
でなく，校内で
の各種講演会に
保護者に参加い
ただけるよう，
各課と連携して
ご案内を徹底す
る。
○地域社会と連
携し，開かれた
学校づくりの土
台となるＰＴ
Ａ・同窓会活動
となるよう，行
事や事業を精選
して取り組んで
いきたい。

文化祭・体育祭に，ＰＴＡ役員を中心と
して多くの保護者が参加し，教職員と連
携して生徒の諸活動を支える。

事前の周知を徹底し，役員会を開催し，
多数のＰＴＡ役員・会員が名高祭に参加
して，円滑な運営のサポートができた。

（所見）
ＰＴＡ・同窓会
ともに，会員・
役員を中心とし
て，学校や教職
員と結束して，
地域と連携しな
がら，活動に取
り組んでいただ
けた。

校外における各種研修，大学訪問研修に
多くの保護者が参加し，諸問題について
理解を深める。

校外の県高Ｐ連，生指協等関連の各種研修に
役員を中心として参加し，諸問題についての
理解を深めることができた。

全会員にＰＴＡの活動についての報告・
広報を年間５回以上する。

行事の様子については随時ＨＰ上に掲載
し，ＰＴＡ通信・校誌でも報告した。

藤花同窓会と学校が連携して充実した同窓会活動を
実施する。藤花同窓会の活動について，在校生や地
域に周知・広報し，総会・懇親会に多くの会員が参
加する。（Ｈ２９年度総会２４名・懇親会８８名参
加）

同窓会の役員会・総会等で在校生の諸活動について
ご案内・ご報告をした。全国大会への生徒出場に対
する激励金をいただいたり，横断幕の新調などのご
支援をいただいた。（総会出席者２６名，懇親会９
３名参加）

活動計画 活動計画の実施状況

石井駅周辺の通学路，および校内での美
化活動に，参加を呼びかける。（Ｈ２９
年度参加者５名）

２学期末にＰＴＡ役員が校内で清掃奉仕
活動に参加できた。（参加者３名）

文化祭での模擬店出店，体育祭での麦茶・ス
ポーツドリンク提供ついて，全保護者に参加
を呼びかける。（Ｈ２９年度模擬店・麦茶提
供延べ５５名参加）

１０月の総会，懇親会は第３９回卒業生と合
同開催した。全国大会出場に対する激励金
（延べ４２名分）や演奏会・展示会へのご支
援（５会場）をいただき，横断幕を新調して
いただいた。くおんちゃんクリアファイルを
制作し，本校のシンボルとして周知を図るこ
とができた。同窓会入会式では１４名の役員
からクラス理事に委嘱状を手渡し，同窓会入
会の自覚を促した。



学校関係者評価 次年度への課題と
重点課題 重点目標 主担当 学校関係者の意見 今後の改善方策

総合評価

⑥地域社会との
連携と開かれた
学校づくりの推
進

⑥ ⑥

（評定）Ｂ

⑦ ⑦

⑥ ⑥

⑦ ⑦

総合評価

情報視聴覚
課

⑧ ⑧

（評定）Ａ

情報視聴覚
課

⑧ ⑧

総合評価

⑨ ⑨

（評定）Ａ

⑩ ⑩

⑨ ⑨

⑩ ⑩

⑭ H30 ⑥ -2

自　　己　　評　　価
評価指標と活動計画 評　　　　　価

地
域
社
会
と
の
連
携
と
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
の
推
進

評価指標 評価指標の達成度

評価指標の達成度

評価指標 評価指標の達成度

教務課 「入学案内」について，本校教育の内容
を わかりやすくまとめ上げ，説明会等の
資料に積極的に活用する。

全体のイメージなどはこれまでのものを踏襲し，中身を新
しいものに差し替えて作成した。各中学校での説明会はも
ちろん，様々な機会に中学生やその保護者等に配付し，本
校の魅力の紹介に役立てることができた。

体験入学の参加生徒や保護者に，本校の教育内容や
特色をわかりやすく説明する。H29体験入学ｱﾝｹｰﾄ結
果（よい以上-生徒91％，教員･保護者81％）を上昇
させる。

本校生徒主体のオリエンテーションや教師主導の体
験授業を実施し，本校の魅力を伝えることができ
た。（Ｈ30アンケート結果：普通以上・・・生徒
99％，教員・保護者・・・95％，よい以上・・・生
徒92％，教員・保護者・・・95％）

（所見）
本校の魅力の一
端を伝えること
はできたが，ま
だまだ伝えきれ
ていない部分も
ある。今後も今
年度の反省を踏
まえ，次年度に
活かしていきた
い。

活動計画 活動計画の実施状況

教務課 「入学案内」の構成や情報内容を改良す
るとともに，常に最新の情報に更新して
いく。また，依頼のある中学校には配布
する。

写真や在校生・卒業生の声，教育課程，進路状況な
どの中身を新しいものにして作成した。依頼のあっ
た全ての中学校に配付するとともに，他の行事など
にも積極的に活用した。

体験入学，学校説明会，ＨＰ等を通じ
て，本校教育の特色など本校に関する情
報を提供し，中学生に進路選択に活用し
てもらう。体験入学の際にアンケートを
実施する。

体験入学や中学校での学校説明会等にﾊﾟﾜｰﾎﾟｲ
ﾝﾄを使用して，本校の魅力を積極的に紹介し
た。HPにおいても積極的に情報発信した。さ
らにｸﾘｱﾌｧｲﾙも新調するとともに，うちわを作
成・配付し，広報活動に努めた。

学校行事や部活動等の様々な取組みを
ホームページで頻度多く掲載する。月に
１２回以上の更新を行う。（昨年度最少
更新月回数10回）

学校行事や芸術科の催事など殆どの月で目標達成と
なった。行事後に速やかに掲載できたと考える。
（最少更新月10回、未達成月は2ヶ月）

活動計画 活動計画の実施状況

各課に更新作業の出来る教員を増やし，
学校行事や部活動の取り組み等を紹介す
る。

各課、各部の更新については目標を達成できている
が、部活動等の取り組みについてはさらに更新でき
るように努力する必要がある。

広報活動は，
ホームページよ
りも新聞やケー
ブルテレビが有
効である。マス
コミとの連携を
密にして，学校
への関心を高め
てほしい。

評価指標

芸術科 校外での展覧会・音楽会等の広報活動（ホームペー
ジ・ポスター・新聞）を迅速に行い，展覧会・演奏
会に在校生徒や多くの観客を動員する。

展覧会や演奏会についてホームページやポスター掲
示による広報活動を行った。昨年度より展覧会や演
奏会における本校生徒の鑑賞者が増加した。

県内唯一の芸術科を有する学校として，地域社会と
連携し生徒の技術力をいかした芸術・文化の発信に
寄与する。

本年度は新聞紙上に芸術科生徒の活躍が多く掲載さ
れたことにより，新たな地域での社会貢献の場が広
がった。

（所見）
芸術科の取り組
みを地域に積極
的に発信するこ
とで，新たな取
り組みがうま
れ，生徒たちの
自己肯定感の向
上につながっ
た。

活動計画 活動計画の実施状況

芸術科 地域社会での文化祭，展覧会，文化行事
などに年間６回以上参加する。

地域での美術・書道作品展や演奏会を（巡回展6回，
演奏会4回，老健施設での作品展1回，文化祭等４
回）実施した。

地域社会と連携し，校内・校外で展覧会・演
奏会を年間５回以上，小・中学生に向けた体
験学習を年間６回以上実施する。芸術科部活
動見学会を実施する。

地域と連携した展覧会や演奏会を15回実施した。サ
ポーター制度をいかした取り組みは5回，小中学生の
ための体験学習は7回実施した。また芸術科部活動見
学会には県内の中学生111名が参加した。

（所見）
各課や部活等で活発な
生徒活動が行われてお
り、情報発信できる内
容はまだまだある。そ
れぞれの担当者で情報
発信が行えるよう研修
を行う必要がある。

○入学案内の内
容や活用方法・
配付先の再検討
○体験入学の内
容の充実・改善
と，計画開始及
び広報の時期を
早める

〇教員全体で更
新を行うという
共通認識を確立
し、部活動や
日々の記事の更
新回数の増に努
めたい。

〇初めて「芸術
科部活動見学
会」を実施し
た。開催時期や
日時・内容等を
検討し，次年度
も多くの中学生
の参加が得られ
るよう計画した
い。



学校関係者評価 次年度への課題と
重点課題 重点目標 主担当 学校関係者の意見 今後の改善方策

総合評価

⑥地域社会との
連携と開かれた
学校づくりの推
進

生徒指導課 ⑪ ⑪

（評定）Ａ　

生徒指導課
家庭科

⑫ ⑫

生徒指導課 ⑪ ⑫

生徒指導課
家庭科

⑫ ⑫

⑮ H30 ⑥ -3

長年の交通安全
運動キャンペー
ンの功績が認め
られ，全国表彰
されたことは大
変喜ばしい。今
後もさらに活動
を充実させ,地
域との連携を密
にした取り組み
を推進してほし
い。

○県内でも名西
高校独自の取組
ともいえる名高
パトロール隊の
活動をさらに充
実させ，地域か
ら信頼される学
校にしていきた
い。
○30年継続して
作成されている
「無事カエル」
の意義を浸透さ
せ、製作に対し
ての意識を向上
させたい。

自　　己　　評　　価
評価指標と活動計画 評　　　　　価

地
域
社
会
と
の
連
携
と
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
の
推
進

評価指標 評価指標の達成度

「名高パトロール隊」を編成し，地域社
会や警察と連携して地域の安全のため，
パトロールや挨拶運動、美化活動を年３
０回以上実施する。（Ｈ２９，３２回）

全ての運動部員と生徒会役員が「名高パ
トロール隊」に所属し，挨拶運動や町内
のパトロールなど３３回，意欲的に活動
した。

交通安全キャンペーンを年２回以上実施
し，交通マナーの向上と地域の交通安全
に貢献する。

春と秋の全国交通安全運動期間に徳島名
西署と連携して，街頭キャンペーンを実
施した。秋の運動では家庭クラブが作成
したマスコット（無事カエル）をドライ
バーに配布する街頭キャンペーンを実施
した。

（所見）
交通安全キャン
ペーンの実施や運
動部員がキャップ
をかぶり，学校周
辺のランニングを
行いながら名高パ
トロールをするな
ど，地域の安全に
貢献することがで
きた。また「無事
カエル」のキャン
ペーンは交通安全
国民運動中央大会
で表彰された。生
徒に社会の一員で
ある自覚を育てる
とともに，地元か
ら信頼される学校
となるためにも活
動を継続・発展さ
せていきたい。

活動計画 活動計画の実施状況

運動部員を中心とした「名高パトロール
隊」を編成し，地域社会や警察と連携し
て，清掃活動や防犯キャンペーン，挨拶
運動を適宜実施する。

徳島名西署や青少年育成センターと連携
を図りながら，清掃活動や部活動時のパ
トロール，校門前での挨拶運動など様々
な取組を実施した。

徳島名西署と連携を図り，交通委員会が
キャンペーンを実施する。また秋の交通
安全キャンペーンでは学校家庭クラブが
製作した「無事カエル」のマスコットを
配布する。

徳島名西署や交通安全協会と連携を図
り，秋の交通安全運動キャンペーンに参
加し，家庭クラブが手作りで作成した
「無事カエル」のマスコット人形を交通
安全啓発のパンフレットと一緒に配布し
た。



学校関係者評価 次年度への課題と
重点課題 重点目標 主担当 学校関係者の意見 今後の改善方策

総合評価

⑦文化芸術活動
における地域へ
の積極的な創造
発信

情報視聴覚課 ① ①

（評定）Ｂ

情報視聴覚課 ① ①

総合評価

芸術科 ② ②

（評定）Ａ

③ ③

芸術科 ② ②

③ ③

⑯ H30⑦

個々の活動の記録担当を明確にし、記録
者が更新できるように研修を行った。

評価指標 評価指標の達成度

リーディングハイスクールの取り組みを通し
て，音楽・美術・書道の技術力を活かした活
動を積極的に校外・地域へ発信する。（H29
10回）異校種間交流を音楽・美術・書道で年
1回以上実施する。

リーディングハイスクールの取り組みや活動内容を
校外へ効果的に発信できた。（H30 15回）また，芸
術科会議を定期的に開催し行事等への共通理解や協
力体制を強化した。異校種間交流を音楽・美術・書
道で８回実施した。

〇リーデイング
ハイスクールの
活動を積極的に
校外に発信する
手段として，
ホームページ更
新をあげてい
る。次年度は音
楽・美術・書道
それぞれがホー
ムページ更新目
標をたて，目標
達成できるよう
な取り組みをし
たい。

芸術科の各行事や取り組みを，ホーム
ページやさまざまな機会を通じて効果的
に案内・広報を行う。

芸術科の各行事や取り組みを，ホーム
ページや新聞，地元広報誌やＣＡＴＶな
どを通じて効果的に案内・広報できた。

自　　己　　評　　価
評価指標と活動計画 評　　　　　価

文
化
芸
術
活
動
に
お
け
る
地
域
へ
の
積
極
的
な
創
造
発
信

評価指標 評価指標の達成度

（所見）
集客力のある量
販店での作品展
の開催や，大学
施設を利用した
演奏会などをと
おして県下唯一
の芸術科として
の活動を発信で
きた。

活動計画 活動計画の実施状況

校内での演奏や作品展示をはじめ，校外
での演奏会や作品展を行い生徒の持つ芸
術力をアピールする。異校種間での作品
交流等を実施し芸術科の持つ魅力を発信
する。

校内外での展覧会や演奏会をとおして，
生徒の持つ芸術力を発信できた。夏休み
や冬休みを利用した異校種間連携にも積
極的に取り組んだ。

芸術科の各行事や取り組みを，音楽・美
術・書道それぞれが迅速にホームページ
に更新し,積極的に地域に案内・広報を行
う。（H29 芸術科36回HP更新）

芸術科の各行事や取り組みを，ホーム
ページに更新し,積極的に地域に案内・広
報を行った。(H30 芸術科48回HP更新）

文化芸術の活動
をホームページ
などに掲載する
回数も大幅に増
加している。
ケーブルテレビ
や地域とのつな
がりから，さら
に創造的な発信
ができるのでは
ないかと思われ
る。

各行事の結果等については，実施日から
３日以内の更新を心掛ける。生徒の活動
の様子等の紹介を月３回程度を目標に更
新する。（平成29年度最少月更新数３
回）

行事や生徒活動のweb掲載について3日以
内の更新についてはほぼ達成できてい
る。生徒の活動については達成できてい
ない月がある。（平成30年度最小更新数1
回　達成度75％）

〇行事や生徒活
動ごとの記録者
が責任を持って
web掲載を行え
るように操作の
研修を行い更新
回数増を行う。活動計画 活動計画の実施状況 （所見）

科や部活、行事な
ど生徒活動が多岐
に渡り、これらに
ついて誰が記録す
るかなど明確にす
る必要性がある。

行事の記録を確実に行い，タイムラグな
く地域に発信を行う。そのために情報発
信に関する研修を行う。



学校関係者評価 次年度への課題と
重点課題 重点目標 主担当 学校関係者の意見 今後の改善方策

総合評価

① ①
（評定）Ａ

② ②

③ ③

① ①

② ②

③ ③

総合評価

環境教育課 ④ ④

（評定）Ａ

⑤ ⑤

⑥ ⑥

④ ④

⑤ ⑤

⑥ ⑥

⑰ H30⑧

防
災
･
安
全
教
育
の
徹
底
と
環
境
教
育
の
推
進

⑧防災･安全教育
の徹底と環境教
育の推進

環境教育課 避難訓練を年2回実施する。 ５月・１２月の２回実施できた。

評価指標 評価指標の達成度

ゴミの分別をすることがECOにつながるこ
とを自覚させる。

集会時に呼びかけを何度か行った。

環境を整え学習効果をあげるとともに，
美化を推進する。

普段の清掃を生徒・教員ともに積極的に
行ってくれている。

地域の美化に貢献する気持ちを育て，奉
仕の精神を養う。

校内を見る限り、美化に貢献する気持
ち、奉仕の精神はよく育っていると感じ
る。

活動計画 活動計画の実施状況

月に１回大掃除を実施する。 月１回以上の大掃除を実施できた。

１，２学期末に校外奉仕活動を積極的に
行う。

７月、１２月に校外清掃奉仕活動を実施
し、地域に貢献できた。

南海トラフ地震
への関心も高
まっている。特
に地震を想定し
た訓練の充実を
図ってほしい。

外部機関と連携した防災教育を実施す
る。

石井消防署と連携して消火器体験や
シューターによる避難体験を実施。

（所見）
防災関連の活動
は今年も例年通
り実施できた。
しかし、例年通
りというのが不
安材料にもな
る。
マンネリ化しな
いよう、新しい
活動を取り入れ
ていかなければ
いけないと感じ
る。

防災クラブの活動を十分に行う。 文化祭での防災展示、非常食の試食会を
実施。

活動計画 活動計画の実施状況

緊急時に適切な行動がとれるようにする
ため,地震・火災を想定した避難訓練を実
施する。

５月に地震想定、１２月は火災想定の避
難訓練を実施した。

安全確保に対する意識を高めるため，防
災教育を充実させる。

文化祭における防災展示で意識高揚をは
かった。

防災クラブの活動として，１・２学期末
に防災活動を積極的に行う。

１２月に非常食試食会を実施。

（所見）
ゴミ分別チェッ
ク表の活用がで
きなかったが、
特に清掃など、
生徒数の減少に
より厳しい条件
の中、教員・生
徒ともに校内美
化に積極的に活
動してくれてい
る。

○何か新しい防
災関連の取り組
みを模索した
い。
また防災か、と
ならない努力が
必要だと感じ
る。

ゴミ分別チェック表を毎月1回提出する。 チェック表の活用ができなかった。

○年ごとに生徒
数が減少する見
込みの中で、い
かに清掃を分担
し、校内・校舎
外の美化に努め
るかが課題であ
る。一人一人の
負担がかなり大
きくなると思わ
れる。

自　　己　　評　　価
評価指標と活動計画 評　　　　　価

評価指標 評価指標の達成度


